
          

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

   

 

   

 

 

  

令和７年 ５月号 

奄美市立赤木名小学校 学校便り 

 ５月 13 日（火）子どもの日集会（１年生を迎える

会）がありました。集会では，４月から赤小に仲間入

りし，毎日楽しく学校生活を送っている１年生 14 人

が一人ひとり自己紹介で名前と好きな物について発

表してくれました。少し恥ずかしそうにしている子

や元気いっぱいな子など様々でしたが，全員発表す

ることができました。レクリエーションでは，児童会

で子供たちが事前に考えて準備していたゲームを楽

しみました。とても盛り上がり，温かい雰囲気の子ど

もの日集会になりました。 

５月 11 日(土)は，土曜参観と家庭教育学級が行われまし

た。 

新しい学年に進級して初めて子供たちの学校での様子を

保護者の皆様が見る機会となりました。子供たちの楽しそう

に授業に臨む様子を見られていかがだったでしょうか。子供

たちもおうちの人が学校での様子を見に来られると多少，恥

ずかしい気持ちはあると思いますが，内心は嬉しい子がほと

んどだと思います。今後も，学校での授業参観はいつでもで

きますので，お気軽にご来校ください。 

その後の家庭教育学級では，開講式の後に，本校の西留教

諭による家庭での子供との関わり方ついて講話がありまし

た。保護者にとって有意義な学びの時間となりました。今年

度も，家庭教育学級への積極的なご参加をよろしくお願いし

ます。    
                                  

 

 

 

日 曜日 行　　事 日 曜日 行　　事

4 水 歯科検診 19 木 ＰＴＡ運営委員会

14 土 土曜授業　緊急時保護者お迎え訓練 20 金 不審者対応避難訓練

16 月 メディアコントロールチャレンジ（～6/20） 24 火 社会科見学（４年生）

６月の主な行事予定

５月 21・22 日（水・木）は，５年生が奄美少

年自然の家で１泊２日の宿泊学習に行きまし

た。11人で一緒に様々な活動をしたり，寝食を

共にしたりして，絆は一層深まったことでしょ

う。この経験を通してさらに成長した５年生。

今後の活躍を期待していますよ！！                      

                      

 

５月 16 日（金）の５時間目に，３年生の子供

たちと中金久老人クラブの皆様によるグラン

ドゴルフ交流会がありました。初めて経験する

グランドゴルフでしたが，子供たちはとても楽

しそうに活動しています。老人クラブの皆様，

ありがとうございました。                      

赤木名小学校ブログ 

 

                                    

  

 今年はいつまでも肌寒い日が続き，衣類の入れ替えも進まない日々であった。それでも，５月初

旬にはアカショウビンの鳴き声が聞こえるようになり，コンロンカ，クチナシ，デイゴ，イジュ，

サネン等の花々も咲き誇り，雨の日はしっとりと濡れている姿に季節の移ろいを感じる。 

 大人ももちろんであるが，子どもたちは自然と触れ合うことで，リラックス効果でストレス度が

下がったり，五感を刺激することで脳にとってもよかったりするそうだ。それは，海を眺めたり，

山を眺めたりするだけでも少しはよいとのこと。 

校区バレー大会の日，秋葉神社前に水たまりがたくさんできていて，そこに 10 数頭のアオスジ 

アゲハが集団で吸水していた。ところどころに分散して揺れている蝶の羽がかわいらしかった。た

またま近くにいた子どもたちに教えると「え～？？本当だ！蝶だ！」と言ってそうっと近寄って観

察しようとしていたが，蝶を一挙に飛ぶ姿が見たくてか，わーっと駆け寄った子どもがいたので，

蝶は一挙に飛び上がってしまった。その様子も美しく，子どもたちは喜んでいた。何気ない日常の

中に自然と触れ合う心癒やされる場面は多い。 

 

 子どもたちの学びの中で，国語科の物語の読み取りに対する苦手意識が強かったり，道徳で他者

の気持ちを考えたり，相手の立場に立って考えることが苦手な子どもたちも多い。まずは体験不足

…遊び不足や人との関わりの薄さがあると考えられる。親子で触れ合い，遊んだり，寝る前におと

ぎ話をしたり，読み聞かせをしたり…今では，動画やゲームがそれらにかわってしまったかもしれ

ないが，例えば読み聞かせやおとぎ話は，子どもの反応に合わせながらいくらでも変えることがで

きるので子どもにとって満足度は上がる。しかし，動画等は，ただ受け身に情報や感動を一方的に

与えられかねない。(もちろん，止めながら見ることも可能ではあるが。) 

 

 学校では，２年前から始めた体験からスタートする 

郷土学習でも，島唄・島口(３年)，食(４年)，自然・ 

産業(５年)，歴史(６年)で，子どもたちは生き生きと 

活動し多くのことを学んできた。地域の皆様方のご協 

力に感謝いたします。また，ずっと続けてきている八 

月踊り(全校)は，教職員が主体的に関わる中で，子ど 

もたちの意欲も高まってきていると感じる。 

今月，５年は宿泊学習，６年は修学旅行といつもの 

仲間と違う場で，ドキドキしながら多くの体験をすることとなった。「力を合わせる」「心を合わ

せる」とは？どういうことなのかを知るきっかけとなったことだろう。これから始まる多くの学び

に生かし，最終ゴールの卒業式まで歩みを進めてほしい。 

 

自然・人との関わりの中で 

 
校長 中島 朋子 

 


